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児童アンケート ◎ 71% 25% 4% 0%

保護者アンケート ◎ 80% 13% 7% 0%

教職員アンケート ◎ 29% 72% 0% 0%

児童アンケート 〇 29% 39% 21% 11%

保護者アンケート ◎ 41% 47% 6% 6%

教職員アンケート ◎ 14% 72% 14% 0%

児童アンケート ◎ 55% 29% 14% 4%

保護者アンケート 〇 41% 23% 29% 6%

教職員アンケート ◎ 14% 72% 14% 0%

児童アンケート ◎ 54% 28% 14% 4%

保護者アンケート ◎ 76% 18% 6% 0%

教職員アンケート ◎ 72% 28% 0% 0%

地域住民アンケート ◎ 86% 14% 0% 0%

児童アンケート ◎ 60% 36% 4% 0%

保護者アンケート ◎ 81% 19% 0% 0%

教職員アンケート ◎ 42% 42% 14% 0%

地域住民アンケート ◎ 75% 25% 0% 0%

児童アンケート ◎ 82% 11% 7% 0%

保護者アンケート ◎ 63% 37% 0% 0%

教職員アンケート ◎ 72% 28% 0% 0%

児童アンケート ◎ 50% 36% 10% 4%

保護者アンケート ◎ 70% 18% 12% 0%

教職員アンケート ◎ 28% 72% 0% 0%

児童アンケート ◎ 68% 21% 11% 0%

保護者アンケート ◎ 58% 24% 18% 0%

教職員アンケート ◎ 42% 58% 0% 0%

児童アンケート ◎ 57% 32% 11% 0%

保護者アンケート ◎ 31% 56% 13% 0%

教職員アンケート ◎ 14% 72% 14% 0%

児童アンケート ◎ 61% 18% 14% 7%

保護者アンケート ◎ 47% 53% 0% 0%

教職員アンケート ◎ 72% 28% 0% 0%

教職員アンケート ◎ 86% 14% 0% 0%
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項目 小項目（重点目標） 評価指標及び目標値 評定 評価資料 評価
アンケート結果

学校による考察・改善方策

知
・
徳
・
体
を
育
て
る
教
育
の
推
進

1
確かな学力
を育てる教
育の推進

⑴

 教師は、学習課題を明確にし、学
力向上を目指して、一人一人に応じ
た指導を中心に「分かる授業」の実
践に努めているか。

Ａ

2
豊かな心を
育てる教育
の推進

⑴
 　学校、家庭は、友達や先生、地域
の方々に心のこもった挨拶ができる
児童を育てているか。

3
健やかな体
を育てる教
育の推進

⑴

 自分の心身の状態に関心をもち、
健康を保つために食事、早寝早起
き等に留意した規則正しい生活を
実践しているか。

Ａ

⑶
 身の回りの整理整頓、正しい言葉
づかい、時間を守ることなど、基本
的生活習慣が身に付いているか。

Ａ

Ａ

各教科の授業では、めあての設定と振り返りの活動において、学習内容を明確にし、児童が「分かる」
と感じる授業づくりに努めた。また、今年度は教師が自由に他の教師の授業を参観できる「ブラミドリ
ウィーク」を設け、教師自身のスキルアップや児童の個別指導ができるようにした。しかし、まだ基礎的
な学力定着に課題のある児童もおり、個別の指導や学習内容の確実な定着を進めていく必要がある。

⑵
 学校は、家庭と協力し、子供たちに
家庭学習の習慣を身に付けさせて
いるか。

Ｂ

児童の評価が低く、家庭学習の進め方は引き続き本校の課題である。家庭学習の内容が充実するよう、
家庭学習ノートを用意し、授業で学習した内容のうち苦手分野の復習をしたり、自主的に学習を進められ
るように学習進度表を工夫したりするなどしている。家庭学習が定着するように継続して取り組ませてい
るが、児童の評価が昨年度より低くなっていることから、保護者と連携して個に応じた指導を行い、定着
を図っていきたい。

⑶
 読書等を通じて、文章を読む習慣
が身に付いているか。

Ｂ

朝読書の時間には週１回、読み語り隊の方々による読み語りが行われ、活動が充実している。児童は、
毎回の読み語りを楽しみにしている。また、児童が目的に応じて本を手に取ることができるよう、各学
級、自習室及び翠ラウンジに図書を配置している。しかし、読書に対する興味・関心に個人差が見られ、
保護者の評価は低い。家庭との連携を深め、児童の読解力の向上と豊かな情操を育てていきたい。

校区外通学をしている児童が７割を超えるため、地域の方々に感謝の気持ちを伝える第一歩として気持
ちの良い挨拶ができるよう年度当初から指導してきた。地域の方や来客の方に褒めていただくことも多
く、地域の評価は高い。しかし、児童の中でよくできていると感じている児童とそうでない児童がおり、
二極化が見られる。挨拶をするよさを実感させたり、手本となる児童を称揚したりするなどの指導を工夫
していきたい。

⑵
 相手の立場を思いやる心や感動す
る心などの豊かな人間性が育って
いるか。

Ａ

少人数の特性を生かし、ほとんどの活動を異年齢集団で行っているため、全校児童での関わりが様々な
場面で見られ、下学年に対して優しく接する雰囲気ができている。行事や集会などの振り返りの場面で
は、友達のよさに目を向けた発表も多く見られた。時折、自己中心的な言動が見られるが、周りの児童が
優しく注意をしたり、助けたりしている。本校の課題は、少人数であるために起こる人間関係の固定化で
ある。今後も教育活動全体を通して道徳教育に力を入れ、豊かな人間性を育んでいきたい。

⑵

 外遊びや業間マラソン、なわとびな
どで、めあてを立て、運動を楽しむ
とともに体力の向上を図ろうとして
いるか。

Ａ

昼休みや放課後に意欲的に外遊びをする姿が見られ、全校遊びを行うなど上学年が声を掛け、体力づく
りにつながる運動遊びの習慣が身に付いている。業間マラソンでも、各自が目標を設定し、全力で取り組
んでおり、11月から約３か月間の練習期間を設け、冬休みを挟んだことで、家庭でマラソン練習に励む児
童もいた。縄跳びにおいても、体育の時間とも連動させながら、めあての達成に向けて意欲的に取り組め
るよう支援していきたい。

基本的な生活習慣の定着度については、個人差が見られる。チャイムの合図に合わせて学習が始められ
るように、休み時間に次の学習の準備を整えておくよう各学級で児童の発達段階に応じた指導を行ってい
る。しかし、児童は、昨年度に比べ、できていると感じている割合が減っている。また、保護者からは、
言葉づかいを心配している声も届いている。子供同士の会話に留意しながら、適切な指導を心掛けていく
必要がある。

⑶

 地域の人や自然など、自分の周り
の事物に対して、感謝の気持ちを
もって関わろうとする心が育ってい
るか。

Ａ

学校のよさを伝える活動「翠力（みりょく）を伝えよう」を行い、友達の良いところや感謝の気持ちを
カードに記入し、校内掲示したり、昼の放送で紹介したりした。また、様々な体験活動を地域の方々の協
力を得て実施しており、充実した教育活動が進められている。地域の人々と関わりながら翠地区のことを
たくさん教えていただいた。ふるさと交流会にも多くの方々に参加していただき、地域に支えられている
ことを実感することができた。

 子どもは親へ、親は子へ、積極的
に話しかけ、互いの話を十分に聞い
ているか。

毎月の保健目標に合わせて掲示物を工夫したり、身長と体重を毎月計測したりして、自分の体や健康に
ついての関心が高められるようにした。また、夏休み、冬休み前には、学習や読書も含め、規則正しい生
活を送ることを指導し、「頑張りカード」で毎日の振り返りができるようにした。しかし、児童や保護者
の評価には否定的な評価もあるため、早寝早起きなどの生活習慣は子供の健やかな成長のために欠かせな
いので、今後も啓発を継続していきたい。

⑴

⑵

⑶

Ａ

Ａ

Ａ

　保護者と児童の回答にずれがあり、児童の方が低い評価であった。また、児童には、家庭によって、二
極化が見られる。家庭でのコミュニケーションの時間が減少する傾向にある現在では、日々の学校生活に
ついての情報交換や何気ない会話が児童の実態把握には重要であり、話すこと、聞いてもらうことによっ
て、心の安定を得ることができる。いろいろなことを気軽に話し合える環境づくりに向け、啓発を進めた
い。

　今年度も、５月に「みどりの会」を開催した。地域の方、関係機関の方、ＰＴＡ、教職員など計35名の
委員で構成され、児童の健全育成についての話合いを行っている。特に児童の安全面について積極的な意
見交換を行い、児童が安全に楽しく学校生活を送ることができるよう話し合った。今後も、地域の方から
の情報を積極的に取り入れながら、学校･家庭･地域が連携して、児童の健全育成につなげていきたい。

　いじめはどの児童にも起こりうるという認識の下、随時、職員会議等の場を活用し、児童の変化や校内
の様子について全教職員で情報を共有し、いじめの未然防止、早期発見、早期解決に努めることができ
た。また、学校生活を楽しくするためのアンケートに加え、今年度から「ピカピカアンケート」を実施
し、話しやすい環境づくりを整え、悩みを抱える児童に対してよりきめ細かな実態把握をすることができ
た。

学校いじめ防止基本方針を理解し、
適切な対応ができているか。

 学校は、「みどりの会」などで地域
と生徒指導上の情報を共有し、連
携して生徒指導にあたっているか。

生
徒
指
導

4 生徒指導

【アンケートの評価基準】

◎：８割以上が肯定 ○：６割以上が肯定 △：６割未満が肯定
【評定の基準】 Ａ ： 全て◎ Ｂ ： 全て○以上 Ｃ ： １つでも△がある

【アンケート】 ４ たいへんよい ３ よい ２ あまりよくない １ よくない
昨年度よりも良好な結果が得られた項目 現在、課題があると考えられる項目



4 3 2 1

児童アンケート ◎ 78% 18% 4% 0%

保護者アンケート ◎ 56% 38% 0% 6%

教職員アンケート ◎ 72% 28% 0% 0%

教職員アンケート ◎ 58% 28% 14% 0%

教職員アンケート ◎ 86% 14% 0% 0%

保護者アンケート ◎ 80% 20% 0% 0%

教職員アンケート ◎ 58% 42% 0% 0%

地域住民アンケート ◎ 75% 25% 0% 0%

教職員アンケート ◎ 58% 42% 0% 0%

教職員アンケート ◎ 43% 57% 0% 0%

保護者アンケート ◎ 100% 0% 0% 0%

教職員アンケート ◎ 86% 14% 0% 0%

地域住民アンケート ◎ 100% 0% 0% 0%

保護者アンケート ◎ 94% 6% 0% 0%

教職員アンケート ◎ 86% 14% 0% 0%

地域住民アンケート ◎ 93% 7% 0% 0%

保護者アンケート ◎ 93% 7% 0% 0%

教職員アンケート ◎ 86% 14% 0% 0%

地域住民アンケート ◎ 100% 0% 0% 0%

保護者アンケート ◎ 100% 0% 0% 0%

教職員アンケート ◎ 86% 14% 0% 0%

地域住民アンケート ◎ 100% 0% 0% 0%

項目
小項目

（重点目標）
評価指標及び目標値 評定 評価資料 評価

6
特別支援教
育

⑴
 学校は、校内委員会を適宜開き、
教職員の共通理解と協力体制のも
と、適切な支援ができているか。

Ａ

人
権
・
同
和
教
育
・
特
別
支
援
教
育

人権･同和教
育

⑴
 自分のよさや他人のよさを認め合
い、支え合う仲間づくりができている
か。

Ａ

 学校は、公民館や老人会など、関
係団体との連携に努めているか。

Ａ

ふるさと交流会など、様々な行事を行う際に地域の方々や公民館、関係機関等に案内を出したり協力を
お願いしたりした。多くの方々が本校の児童のために積極的に協力してくださっている。また、ほたる祭
りや公民館祭りなどの地域行事に積極的に参加することで、児童にはふるさとを大切にしていこうという
気持ちが育っている。交流活動を工夫し積極的に連携することで、よりよい交流を図っていきたい。

⑵

アンケート結果
学校による考察・改善方策

毎月安全点検を実施し、改善が必要な箇所については速やかに対応している。通学路の点検は、登下校
の指導時に行うとともに、保護者とも連携し、多くの人の視点で点検を行った。避難訓練は、災害発生時
に児童自らが判断し、適切な行動をとることができることを目指して行っている。今後も、児童の安全を
第一に考えた取組をしていきたい。

Ａ

教職員のウェルビーイング向上や働きやすさと働きがいを両立する職場づくりに努めた。小規模校の強
みを生かし、児童とゆとりをもって対話する時間の確保、研修の時間だけでなく、研究授業や教員間の授
業交流を通して、より良い授業実践に向けての時間を確保することができた。また、教職員同士が積極的
に対話をする雰囲気づくりや家庭・地域と共に活動する場を多く設け、つながりを大切にすることができ
た。

毎月の職員会議の際、児童一人一人を見つめた課題や指導の成果を話し合う場を設けている。全ての教
職員が発言し、情報交換をしながら共通理解を図ることで、全教職員が同じ意識で指導や支援に当たるこ
とができている。トラブルの際には臨時に話合いの場を設け、対応策を検討している。今後も外部関係諸
機関との連携も図りながら、一人一人を大切にするきめ細やかな指導・支援を心掛けたい。

5

学校運営協議会委員の総評

本年度の教育活動について、学校運営協議会委員の皆様と話し合った結果、児童や教職員の取組に関して多くの成果が見られることを確認した。

上級生が下級生の世話を進んで行い、思いやりや責任感のある行動が日常的に見られること、学校行事に一生懸命取り組み、協力しながら活動する
姿勢が育っていることは、児童の成長を示す大きな成果である。また、地域行事に保護者が積極的に参加するなど、学校・家庭・地域の協力体制が
着実に整いつつあることも評価できる。加えて、進んで挨拶をしたり学校のルールを守ったりする児童が多く、異学年や男女の区別なく仲が良いこ
とから、落ち着いた規律ある学校生活が維持されていることが確認された。
一方で、今後の改善が望まれる課題も挙げられた。児童が自分の考えを言葉で表現する力に課題が見られ、授業や話合い活動において自分の考え

を十分に伝えられていない場合があることや学校での読書活動の様子が保護者に十分伝わっておらず、家庭での読書習慣が十分に定着していないこ
とが指摘された。また、家庭学習の定着について保護者と教師で認識を共有し、保護者の意識を高める必要があること、さらにコミュニティ・ス
クールの存在意義を十分に理解していない方がいることも課題として確認された。
今後は、児童や保護者、地域の方々が「おらが学校」「地域の学校」「子どもとわたしの学校」という意識を持てるよう、引き続き、学校行事や

地域活動の機会を通して愛着や責任感を更に高めていくことが重要である。これからも学校・地域・家庭が連携し、学習習慣の定着や表現力の向
上、読書活動の充実を支える体制づくりを一層進めていくことが望まれる。総じて、本校の教育活動が着実に成果を上げつつあることを評価すると
ともに、今後も課題解決に向けた協働的な取組を継続していくことを期待する。

10

地域に根ざ
した特色あ
る教育活動
の推進

⑴
 学校は、地域の自然や文化、人材
など地域資源を生かした体験活動
を進めているか。

Ａ

地域に学びながら翠力（みりょく）を創造し、翠校ならではの教育活動を学校・家庭・地域が一体と
なって推進し、みんなの愛顔（えがお）が輝く翠校づくりを目指している。保護者・地域の評価も昨年度
よりも高くなった。今後も工夫と改善を加えながら体験の機会や話し合う場を多く設定し、社会の中で力
強く生き抜く力を身に付ける支援を続けたい。

 学校は、学校（学年）だより、保健
だより、ＰＴＡ広報紙、ホームページ
などで、学校の情報を積極的に発
信しているか。

Ａ

ホームページを随時更新し、翠校の魅力や翠っ子の活動の様子を紹介、発信している。保護者だけでな
く地域や外部からの反響も大きい。学校だよりも毎月発行し、地域の方々に回覧することで学校の取組を
紹介している。また、特徴的な行事の際には、地域の方々に学校行事への参加や協力を呼び掛け、地域の
方々と共に築く学校づくりに努めることができた。

⑶
 学校は、個人情報を適切に管理す
るとともに、その公開に対しては十
分に配慮しているか。

Ａ

児童の個人情報の取り扱いについては、校内で取り扱い規定を作成し、慎重に対応している。児童名や
写真などの個人情報に関しては、年度当初に各保護者から同意書の提出を受け、ホームページ等で公開し
ている。報道機関や広報紙等の外部機関において個人情報が一部公開されるときには、その都度保護者に
連絡し、事前に了承を得るようにしている。

保
護
者
・
地
域
住
民
と
の
連
携

9
開かれた学
校づくりの推
進

⑴

⑵
 学校は、施設・設備、教材・教具が
効果的に活用され、環境整備に配
慮しているか。

Ａ

本年度は、３年に１回の備品監査が実施されることに伴い、例年より細かく教材・教具の点検・確認を
行った。また、月に１回、安全点検を行い、施設の修繕をしたり、随時、備品・消耗品等の購入をしたり
した。今後も、誰もが使いやすい教育環境を整え、必要なものの購入を進めたり、有効に活用したりした
い。

教職員の資
質と指導力
の向上

⑴
 教師は、授業改善に努め、その都
度反省・評価をし、授業に生かそう
としているか。

安
全
管
理
・
施
設
設
備

7
安心・安全な
学校づくりの
推進

Ａ

児童一人一人の学力向上、生きる力の育成を目指して校内研修に取り組み、指導方法の工夫、授業改善
に努めている。本年度は、一人一授業研究で算数科の指導を中心に、校内授業研究を進めた。また、新し
い研究協議の方法やタブレットの活用方法などを取り入れ、研修主任を中心に工夫しながら研修を進める
ことができた。

研
修
・
業
務
改
善

8

業務改善へ
の取組

⑵
教職員の働きがいづくりに向けて、
具体的な業務改善を図っているか。

児童の８割近くが最もよい評価をしており、保護者・教職員も全員が肯定的評価だった。学期毎に行っ
ている「心のアンケート」でも、「自分にはいいところがある」と回答している児童がほとんどで児童に
自己肯定感が育ってきていることが分かる。しかし、否定的な児童がいることを真摯に受け止めなければ
ならない。自尊感情を育む指導や、互いを思いやり、尊重し、心のつながりを感じることのできる学級経
営を推進するとともに、いじめを生まない学校風土を醸成していきたい。

⑴

 学校は、校内及び通学路の安全点
検や避難訓練を適切に実施し、地
域とも協力して児童の安全確保に
努めているか。

Ａ


